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チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
美
術
館
蔵
『
奈
良
絵
本
・
古
今
著
聞
集
』
の
挿
絵
に
つ
い
て

伊　

藤　

信　

博 

一
．
は
じ
め
に

　
『
古
今
著
聞
集
』
は
鎌
倉
時
代
の
十
三
世
紀
前
半
に
橘
成
季
に
よ
り
編
纂

さ
れ
た
説
話
集
で
、
江
戸
時
代
に
は
、
挿
絵
を
入
れ
た
説
話
集
と
し
て
出
版

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
名
古
屋
大
学
中
央
図
書
館
小
林
文
庫
は
、
元
禄
三
年
版

本
と
明
和
七
年
版
本
の
ほ
か
、
近
世
初
期
の
写
本
を
蔵
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
パ
リ
市
立
美
術
館
と
し
て
知
ら
れ
る
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
美
術
館

は
「
奈
良
絵
本
・
古
今
著
聞
集
」
全
二
十
巻
を
所
蔵
し
、現
在
の
と
こ
ろ
、『
古

今
著
聞
集
』
の
奈
良
絵
本
と
し
て
は
、唯
一
の
弧
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

さ
ら
に
、
挿
絵
は
か
な
り
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
版
本
の
稚
拙
な
描

き
方
に
比
べ
る
と
、
色
彩
も
豊
か
で
、
専
門
の
絵
師
に
よ
る
作
品
と
推
定
で

き
る
。

　

元
禄
版
本
と
明
和
版
本
の
挿
絵
に
関
し
て
の
比
較
・
分
析
研
究
は
、
中
根

千
絵
氏
に
よ
り
な
さ
れ
て
お
り
一

、
こ
の
論
文
で
は
、、
一
番
古
い
元
禄
版

本
の
挿
絵
と
比
較
し
、
こ
の
『
奈
良
絵
本
・
古
今
著
聞
集
』
が
元
禄
版
本
よ

り
先
に
制
作
さ
れ
て
い
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
つ
ま
り
、
通
常
、
版

本
で
の
出
版
は
、
同
タ
イ
ト
ル
の
奈
良
絵
本
よ
り
、
先
行
す
る
の
が
常
で
あ

る
が
、
元
禄
版
本
以
前
の
版
本
の
存
在
や
こ
の
奈
良
絵
本
が
先
に
制
作
さ
れ

た
可
能
性
を
提
示
し
た
い
。

二
．
奈
良
絵
本
・
古
今
著
聞
集
の
挿
絵

　

挿
絵
は
巻
一
（
四
枚
）、
巻
二
（
五
枚
）、
巻
三
（
三
枚
）、
巻
四
（
三
枚
）、

巻
五
（
八
枚
）、
巻
六
（
六
枚
）、
巻
七
（
二
枚
）、
巻
八
（
四
枚
）、
巻
九
（
三

枚
）、巻
十
（
四
枚
）、巻
十
一
（
四
枚
）、巻
十
二
（
四
枚
）、巻
十
三
（
六
枚
）、

巻
十
四
（
二
枚
）、
巻
十
五
（
四
枚
）、
巻
十
六
（
六
枚
）、
巻
十
七
（
五
枚
）、

巻
十
八
（
三
枚
）、
巻
十
九
（
四
枚
）、
巻
二
十
（
三
枚
）
の
計
八
十
三
枚
で

あ
る
。
元
禄
版
本
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
絵
が
、
九
枚
あ
る
。
一
方
、
元
禄

版
本
の
挿
絵
は
百
枚
で
あ
る
。
ま
た
、
元
禄
版
本
に
は
奈
良
絵
本
の
一
図
が

二
図
に
分
解
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
挿
絵
が
二
十
五
組
あ
る
。
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2-3（巻 2-52）

2-1（巻 2-35）

2-2（巻 2-42）

2-4（巻 2-63）

1-1（巻 1-1）

1-2（巻 1-8）

1-3（巻 1-19）

1-4（巻 1-31）

チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
本
挿
絵
は
、
筆
者
が
撮
影
し
て
お
り
、
不
明
朗
な
も
の
が
多
々
あ
る
点
を
お
許
し
願
い
た
い
。
最
初
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
各
巻
の
枚
数
、
括
弧
内
は
、
巻
数
と
新
潮
日

本
古
典
文
学
集
成
『
古
今
著
聞
集
』
に
付
さ
れ
た
番
号
で
あ
る
。
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チェルヌスキ美術館蔵『奈良絵本・古今著聞集』の挿絵について

2-5（巻 2-70）4-1（巻 4-109）

3-1（巻 3-76）4-2（巻 4-125）

3-2（巻 3-92）4-3（巻 4-137）

3-3（巻 3-105）5-1（巻 5-143）
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5-2（巻 5-153）

5-4（巻 5-177）

5-6（巻 5-201）

5-8（巻 5-228）

5-3（巻 5-167）

5-5（巻 5-186）

5-7（巻 5-211）

6-1（巻 6-233）



（5）

チェルヌスキ美術館蔵『奈良絵本・古今著聞集』の挿絵について

6-2（巻 6-246）6-6（巻 6-282） 

6-3（巻 6-259）7-1（巻 7-286）

6-4（巻 6-265）7-2（巻 7-291） 

6-5（巻 6-275）8-1（巻 8-303）
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8-2（巻 8-313）9-2（巻 9-339）

8-3（巻 17-604）9-3（巻 9-346）

8-4（巻 17-609）10-1（巻 10-355）

9-1（巻 9-334）10-2（巻 10-368）



（7）

チェルヌスキ美術館蔵『奈良絵本・古今著聞集』の挿絵について

10-3（巻 10-376）11-3（巻 11-405）

10-4（巻 10-381）11-4（巻 11-410）

11-1（巻 11-385）12-1（巻 12-422）

11-2（巻 11-393）12-2（巻 12-425）
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12-3（巻 12-432）13-3（巻 20-684）

12-4（巻 12-436）13-4（巻 18-644）

13-1（巻 13-450）13-5（巻 13-457）

13-2（巻 20-694）13-6（巻 13-471）



（9）

チェルヌスキ美術館蔵『奈良絵本・古今著聞集』の挿絵について

14-1（巻 14-474）15-3（巻 15-498）

14-2（巻 14-478）15-4（巻 15-504）

15-1（巻 15-481）16-1（巻 16-512）

15-2（巻 15-490）16-2（巻 16-520）
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言語文化論集　第XXXVII巻　第 2号

16-3（巻 16-531）17-1（巻 15-582）

16-4（巻 16-543）17-2（巻 17-596）

16-5（巻 16-551）17-3（巻 20-676）

16-6（巻 16-568）17-4（巻 20-682）



（11）

チェルヌスキ美術館蔵『奈良絵本・古今著聞集』の挿絵について

17-5（巻 12-441）19-1（巻 19-648）

18-1（巻 18-613）19-2（巻 19-652）

18-2（巻 8-322）19-3（巻 19-658）

18-3（巻 8-331）19-4（巻 19-668）



（12）

言語文化論集　第XXXVII巻　第 2号

三
．
本
文
や
挿
絵
の
相
違
に
つ
い
て

　

永
積
安
明
氏
は
、
元
禄
版
本
は
各
所
に
一
行
か
ら
数
行
の
脱
落
が
あ
り
、

巻
四
「
文
学
編
」
一
二
九
「
後
徳
大
寺
左
大
臣
実
定
、
風
月
の
才
人
に
勝
れ

た
る
事
」、
巻
十
六
「
興
言
利
口
編
」、
五
四
〇
「
七
条
院
の
権
大
夫
、
孝

道
と
和
歌
を
贈
答
の
事
」、
五
五
三
「
あ
る
僧
説
法
の
導
師
と
な
り
、
ひ
そ

か
に
約
し
て
尼
公
を
泣
か
し
む
る
事
」
が
欠
け
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い

る
二

。
し
か
し
、『
奈
良
絵
本
・
古
今
著
聞
集
』
に
は
、
永
積
安
明
氏
が
元

禄
版
本
で
指
摘
す
る
よ
う
な
欠
落
し
た
説
話
や
脱
落
は
な
い
。

　

一
方
、
巻
八
、
巻
十
一
、
巻
十
三
、
巻
十
六
、
巻
十
七
、
巻
十
八
、
巻
二

十
に
は
、
元
禄
版
本
と
比
べ
、
挿
絵
に
錯
簡
が
あ
る
。
そ
し
て
、
新
潮
日
本

古
典
文
学
集
成
『
古
今
著
聞
集
』
と
の
比
較
で
は
、

①
巻
六「
管
絃
歌
舞
」が
二
七
六
～
二
七
七
の「
責
め
ふ
せ
て
吹
く
な
り
。」

ま
で
が
欠
落
。　

②
巻
十
三「
哀
傷
」（
四
五
六
）「（
前
略
）中
書
王
な
げ
き
か
な
し
み
給
ふ
事
、

こ
と
わ
り
に
も
（
後
略
）」
以
降
が
欠
落
。
巻
二
十
「
魚
虫
禽
獣
」（
六

九
三
）「（
前
略
）
同
国
の
三
室
池
の
龍
（
後
略
）」
が
そ
の
後
に
続
く
。

巻
十
八
「
飲
食
」
六
四
三
）「（
前
略
）
り
け
る
に
、盃
酌
あ
り
け
り
（
後

略
）」
か
ら
巻
十
八
の
最
後
の
説
話
ま
で
が
、
そ
の
後
挿
入
。

③
巻
十
四
「
遊
覧
」、
四
七
七
「
法
案
五
年
閏
二
月
、
白
川
・
鳥
羽
両
院

御
同
車
に
て
白
河
の
花
御
覧
の
事
」、「（
前
略
）
殿
下
・
太
政
大
臣
」

以
下
の
文
章
の
最
後
ま
で
が
欠
落
。

20-1（巻 20-718）

20-2（巻 20‐726）

20-3（巻 18‐632）

チェルヌスキ本巻第一表紙（全二十巻同構図）
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女
子
を
持
ち
た
り
け
る
を
」
以
降
が
欠
落
し
、（
七
一
九
）「
阿
波
国
智

願
上
人
」
か
ら
始
ま
る
が
、
そ
の
間
に
（
七
一
九
）
の
挿
絵
が
入
る
。

巻
二
十
「
魚
虫
禽
獣
」（
六
九
九
）「
健
保
の
比
、北
小
路
堀
河
辺
の
女
、

熱
湯
を
注
ぎ
て
、
蛇
を
殺
し
、
祟
に
依
り
て
死
す
る
事
」、「（
前
略
）

火
を
た
き
て
ゐ
た
（
後
略
）」
以
降
か
ら
（
七
〇
四
）「（
前
略
）
鳥
に

つ
け
侍
り
け
る
（
後
略
）
ま
で
が
欠
落
。

⑪
巻
二
十「
魚
虫
禽
獣
」（
七
二
一
）の
後
、橘
成
季
の
跋
文
が
欠
落
し
、（
七

二
二
）か
ら
、再
開
さ
れ
る
。
そ
し
て
、跋
文
は（
七
二
六
）「
伶
人
助
元
、

左
近
府
の
下
倉
に
召
籠
め
ら
れ
、笛
を
吹
き
て
大
蛇
の
難
を
免
る
る
事
」

か
ら
始
ま
り
、「（
前
略
）
題
に
云
は
く
、
朝
の
残
菊
、
夕
の
落
葉
、
鶴

に
寄
す
る
祝
」
で
終
わ
る
。
代
わ
り
に
、（
六
九
九
）「
健
保
の
比
、
北

小
路
堀
河
辺
の
女
、
熱
湯
を
注
ぎ
て
、
蛇
を
殺
し
、
祟
に
依
り
て
死
す

る
事
」
の
前
半
部
分
「（
前
略
）
湯
を
わ
か
し
て
、
か
ま
の
前
に
火
を

た
き
て
（
後
略
）
以
降
の
「
ゐ
た
り
け
る
に
」
が
挿
入
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
後
半
部
分
の
「（
前
略
）、
そ
の
穴
に
は
ひ
入
り
た
る
は
、
な
に
の

苦
し
け
れ
ば
、
よ
し
（
後
略
）」
で
終
わ
り
、
残
り
が
欠
落
。
そ
し
て
、

（
七
〇
一
）「
近
江
国
勝
覚
阿
闍
梨
が
父
の
飼
ひ
牛
、
阿
弥
陀
経
を
呻
く

事
」
の
後
半
部
分
、「（
前
略
）
か
な
ら
ず
夜
に
一
度
か
く
」
以
降
の
「
う

め
き
た
る
」
か
ら
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
後
、（
七
〇
二
）「
宮
内
卿
家
隆
、

秘
蔵
の
鵯
萩
葉
を
侍
従
高
祐
に
預
く
る
事
」
の
中
段
「
鳥
に
つ
け
侍
り

け
る
」
ま
で
で
、挿
絵
が
次
頁
に
入
り
、巻
十
八
「
飲
食
」
の
説
話
（
六

④
巻
十
六
「
興
言
利
口
」
五
〇
七
「（
序
）
興
言
利
口
は
当
座
に
笑
を
取

り
耳
を
驚
か
す
事
」
の
初
頭
か
ら
、
五
〇
九
「
知
足
院
関
白
忠
実
、
侍

を
勘
当
の
事
」
の
「（
前
略
）
千
秋
万
歳
を
も
ち
て
は
」
ま
で
が
欠
落
。

⑤
巻
十
七
「
怪
異
」
に
は
、
巻
二
十
「
魚
虫
禽
獣
」（
六
八
三
）「
寛
冶
五

年
十
月
、
殿
上
に
て
小
鳥
合
せ
の
事
」
か
ら
（
六
九
〇
）「（
前
略
）
但

し
公
卿
の
ほ
か
は
つ
か
ず
。
右
」
ま
で
が
、
途
中
で
入
り
込
む
。

⑥
巻
十
七
「
怪
異
」（
五
九
二
）
の
後
半
部
分
「（
前
略
」
火
を
と
も
し
」

以
降
か
ら
、（
五
九
八
）「（
前
略
）
ま
し
て
、御
加
持
な
ど
候
ひ
ぬ
れ
ば
、

あ
た
り
へ
だ
に
（
後
略
）」
ま
で
が
欠
落
。

⑦
巻
十
七「
怪
異
」（
五
九
八
）「（
前
略
）衣
装
に
火
も
え
つ
き
て（
後
略
）」

以
降
が
欠
落
、
代
わ
り
に
、
巻
二
十
「
魚
虫
禽
獣
」（
六
七
六
）
の
画

が
挿
入
。
ま
た
、（
六
八
八
）
と
（
六
九
〇
）
の
間
に
は
、
元
禄
版
巻

十
二
巻
「
偸
盗
」（
四
四
一
）
の
画
が
挿
入
。

⑧
巻
十
七
「
怪
異
」、
巻
八
「
孝
行
恩
愛
」、
巻
八
「
好
色
」
と
巻
十
八
は

相
互
に
説
話
が
入
り
込
む
錯
簡
状
態
で
あ
り
、
一
部
に
欠
落
が
あ
る
。

⑨
巻
十
八
「
飲
食
」
は
、（
六
三
二
）「
文
治
の
頃
、
後
徳
大
寺
右
大
臣
実

定
、
徳
大
寺
の
亭
に
作
泉
を
構
へ
て
饗
宴
の
事
」
ま
で
が
あ
り
、
そ
の

後
、
巻
八
「
好
色
」（
三
一
六
）「
中
関
白
道
隆
、
馬
内
侍
に
忍
び
て
通

う
事
」
の
「（
前
略
）
伺
ひ
見
て
、か
な
ら
ず
大
位
に
い
た
る
（
後
略
）」

か
ら
が
挿
入
さ
れ
て
い
て
、
最
後
ま
で
こ
の
巻
で
あ
る
こ
と
。

⑩
巻
二
十
「
魚
虫
禽
獣
」（
六
九
三
）「
文
治
の
比
、
伊
賀
の
国
の
住
人
、
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三
三
）
以
降
が
挿
入
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
錯
簡
か
ら
、こ
の
挿
絵
は
、

巻
十
八
「
飲
食
」（
六
三
二
）「
文
治
の
頃
、
後
徳
大
寺
右
大
臣
実
定
、

徳
大
寺
の
亭
に
作
泉
を
構
へ
て
饗
宴
の
事
」と
推
定
さ
れ
る
。
次
頁
は
、

巻
二
十
に
戻
り
、（
七
一
四
）
の
最
後
の
段
か
ら
開
始
さ
れ
、（
七
一
七
）

の
最
後
ま
で
が
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
跋
文
が
「
お
の
お
の
」
か
ら
最

後
ま
で
続
く
が
、
筆
者
名
は
抜
け
る
。
ま
た
、
最
後
の
文
「
歴
王
二
年
」

以
降
が
記
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
錯
簡
の
あ
る
個
所
で
は
、
修
復
し
た
跡
が
み
ら
れ
、

修
復
時
に
相
違
す
る
巻
を
入
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ

る
。

　

さ
て
、
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
点
が
指
摘
で
き
る
。

①
描
か
れ
る
人
物
の
数
の
相
違

　

巻
一
、
八
「
延
暦
・
園
城
両
寺
天
台
座
主
を
争
ふ
事
」
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ

本
（
武
士
の
数
は
十
一
人
）、
元
禄
版
本
（
武
士
の
数
は
八
人
）

　

巻
三
、
一
〇
五
「
順
徳
院
御
位
の
御
時
、
賭
弓
の
行
事
を
模
し
主
上
の

御
ま
ね
な
ど
し
て
戯
れ
、
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
る
事
」

　

チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
本
（
人
物
が
一
人
多
い
）

　

巻
十
一
、
四
〇
五
「
絵
師
賢
慶
が
弟
子
の
法
師
、
そ
の
絵
に
依
り
て
勝

訴
の
事
」

　

チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
本
（
冠
の
公
家
、
侍
烏
帽
子
、
烏
帽
子
の
男
達
七
人
、

法
師
一
人
、
鞠
な
ど
描
か
れ
る
数
が
多
い
。

　

巻
十
二
、
四
二
二
「
久
安
元
年
の
列
見
に
、
朝
所
に
て
囲
碁
の
事
」

　

チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
本
（
人
物
が
二
人
多
く
描
か
れ
る
）

　

巻
十
二
、
四
三
二
「
朱
雀
門
の
上
に
女
盗
人
病
臥
の
事
」

　

元
禄
版
本
（
長
刀
の
男
が
一
人
描
か
れ
な
い
）

　

第
十
八
、
六
一
三
「
中
関
白
道
隆
沈
酔
の
事
」

　

元
禄
版
本
（
牛
車
の
廻
り
の
五
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
な
い
）

②
背
景
の
欠
落

　

巻
二
、
四
二
「
貞
崇
禅
師
、
金
峰
山
の
阿
古
谷
の
龍
の
神
変
に
つ
い
て

述
ぶ
る
事
」

　

元
禄
版
本
（
龍
の
尾
が
欠
落
）

　

巻
五
、
二
〇
一
「
和
泉
式
部
田
刈
る
童
に
襖
を
借
り
、
童
式
部
に
艶
歌

を
贈
る
事
」

　

元
禄
版
本
（
門
が
欠
落
）

　

巻
九
、
三
三
九
「
源
義
家
、
或
る
法
師
の
妻
と
密
会
の
事
」

　

元
禄
版
本
（
碁
石
の
欠
落
）

　

巻
十
一
、四
一
〇
「
侍
従
大
納
言
成
道
の
鞠
は
凡
夫
の
業
に
非
ざ
る
事
」

　

元
禄
版
本
（
梁
の
欠
落
）

　

巻
十
四
、
四
七
四
「
寛
治
六
年
十
月
、
堀
川
院
殿
上
逍
遥
の
事
」

　

元
禄
版
本
（
背
景
の
木
々
の
欠
落
）

　

巻
十
七
、
五
八
二
「
天
慶
四
年
正
月
、
出
雲
国
島
根
・
楯
縫
両
郡
の
境

に
氷
塔
出
現
の
事
」
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元
禄
版
本
（
氷
塔
の
二
基
が
欠
落
）

な
ど
非
常
に
多
く
の
背
景
の
欠
落
が
あ
る
（
表
一
を
参
照
の
こ
と
）。

四
．
結
語

　

上
述
し
た
以
外
の
特
徴
の
一
つ
は
、
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
本
で
は
、
一
図
の
画

が
、
元
禄
版
本
で
は
、
二
図
に
な
っ
て
い
る
事
で
あ
る
。

　

版
行
す
る
際
に
、
表
と
裏
を
絵
に
す
る
た
め
、
一
図
か
ら
二
図
に
す
る
行

為
は
多
い
と
は
い
え
、
元
禄
版
本
の
絵
は
非
常
に
稚
拙
で
あ
り
、
上
述
し
た

よ
う
に
省
略
も
多
い
。
説
話
の
内
容
が
分
か
っ
て
い
て
、
絵
を
描
い
た
と
も

思
わ
れ
な
い
個
所
も
多
数
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
本
は
、
大
和
絵
師
が
描
い
た
細
密
画
で
あ
り
、

説
話
の
内
容
を
熟
知
し
て
い
な
け
れ
ば
、
描
け
な
い
人
物
や
背
景
の
描
写
が

か
な
り
あ
る
。
こ
の
点
に
鑑
み
る
と
、元
禄
版
本
か
ら
、こ
の
『
奈
良
絵
本
・

古
今
著
聞
集
』
を
制
作
し
た
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
通
常
、
版
本
で
の

出
版
は
、
同
タ
イ
ト
ル
の
奈
良
絵
本
よ
り
、
先
行
す
る
の
が
常
で
あ
る
が
、

こ
の
点
か
ら
、
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
本
は
、
元
禄
版
本
よ
り
先
行
し
て
制
作
さ
れ

た
奈
良
絵
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
版
本
で
の
出
版
が
先
で
あ
る
と
の
考
え
方
か
ら
、
元
禄
版
本
よ

り
前
に
、
こ
の
『
奈
良
絵
本
・
古
今
著
聞
集
』
製
作
の
手
本
と
な
っ
た
版
本

が
元
禄
版
本
以
前
に
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
奈
良
絵
本

が
先
行
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
し
た
い
。
今
後
は
、
先
ず
写
真
に
よ
る
こ

一図が二図になっている例
左は名古屋大学蔵元禄版版本巻三（三、四図）、右はチェルヌスキ本巻三の一図
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の
本
の
全
面
修
復
を
行
い
、
永
積
安
明
氏
の
研
究
を
参
照
し
、
こ
の
奈
良
絵

本
の
系
統
を
明
ら
か
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注一　

�

中
根
千
絵
「
愛
知
県
立
大
学
所
蔵
『
古
今
著
聞
集
』
の
挿
し
絵
」、『
武
家
の
文

物
と
源
氏
物
語
絵
』、
二
一
一
～
二
三
〇
頁
、
翰
林
書
房
、
二
〇
一
二
年

二　

�

永
積
安
明
「
古
今
著
聞
集
傳
考
」（
上
・
下
）、『
国
語
と
国
文
学
』
十
一
（
七
）

お
よ
び
（
九
）、
明
治
書
院
、
一
九
三
四
年
。
な
お
、
番
号
は
新
潮
日
本
古
典
文

学
集
成
『
古
今
著
聞
集
』
に
付
さ
れ
た
番
号
に
よ
る
。

　

掲
載
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
美
術
館
館
長
エ
リ
ッ
ク
・
ル
ヘ
ー

ブ
ル
氏
並
び
に
名
古
屋
大
学
中
央
図
書
館
に
は
篤
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

図
像
の
加
工
、
表
の
作
成
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
名
古
屋
大
学
大
学
院
国

際
言
語
文
化
研
究
科
日
本
言
語
文
化
専
攻
岡
山
涼
氏
に
は
深
謝
い
た
し
ま
す
。
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フ
ラ
ン
ス
、
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ

名
古
屋
大
学
、
元
禄
三
年
版
本

有
無

備
考

有
無

他
の
巻

備
考

新
潮
日
本
古
典
文
学
集
成
『
古
今
著
聞
集
』
に
付
さ
れ
た
番
号

巻
第
一

1
○

○
天
地
開
闢
以
来
神
祇
祭
祀
の
事
（
一
）

2
○

武
士
の
数
が
十
一
人

○
武
士
の
数
が
六
人

延
暦
・
園
城
両
寺
天
台
座
主
を
争
ふ
の
事
　（
八
）

3
○

○
徳
大
寺
実
能
の
熊
野
詣
と
随
行
の
垢
離
棹
の
事
　（
十
九
）

4
○

○
大
夫
史
小
槻
淳
方
、
賀
茂
社
に
参
籠
し
、
夢
に
神
の
告
あ
り
、
禰
宜
祐
順
の
子
祐
継
を
師
と
し
た
る
事
（
三
一
）

巻
第
二

1
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
元
禄
版
は
二
図
で
、
武
士
が
九
人
＋
一
小
人
、
仏
は
武
士
が
十
四
人
＋
一

小
人

聖
徳
太
子
、
物
部
守
屋
を
仏
法
を
弘
め
給
ふ
事
　（
三
五
）

2
○

○
3
○

○
元
禄
版
で
は
龍
の
尾
が
描
か
れ
て
い
な
い

貞
崇
禅
師
、
金
峰
山
の
阿
古
谷
の
龍
の
神
変
に
つ
い
て
述
ぶ
る
事
　（
四
二
)�

4
○

○
平
等
院
僧
正
行
尊
霊
験
の
事
　（
五
二
）

5
○

源
空
上
人
念
仏
往
生

○
源
空
上
人
念
仏
往
生
の
事
　（
六
三
）

6
○

生
智
法
師
渡
唐

○
生
智
法
師
渡
唐
の
時
、
観
音
の
利
生
を
蒙
る
こ
と
　（
七
〇
）

巻
第
三

1
○

○
村
上
天
皇
、
政
道
を
年
長
け
る
下
部
に
問
ひ
給
ふ
事
　（
七
六
）

2
○

○
宇
治
の
大
納
言
隆
国
、
臨
時
祭
の
陪
従
を
勤
む
る
事
　（
九
二
）

3
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
画
に
人
数
が
一
人
描
か
れ
て
い
な
い
（
二
図
）

順
徳
院
御
位
の
御
時
、
賭
弓
の
行
事
を
模
し
主
上
の
御
ま
ね
な
ど
し
て
戯
れ
、
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
る
事
（
一
〇
五
）

4
○

○
巻
第
四

1
○

○
天
暦
の
御
時
、
大
江
朝
綱
・
菅
原
文
時
に
白
氏
文
集
第
一
の
詩
を
え
ら
ば
し
め
給
ふ
事
　（
一
〇
九
）

2
○

○
宋
朝
商
客
劉
文
冲
、
左
府
頼
長
に
典
籍
を
贈
る
事
　（
一
二
五
）

3
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
二
図

菅
丞
相
大
宰
府
に
左
遷
の
後
、
恩
賜
の
御
衣
を
拝
し
て
作
詩
の
事
（
一
三
七
）

4
○

○
巻
第
五

1
○

訪
ね
て
き
て
い
る
人
物（
赤
）が
一
人
多

い
○

人
物
が
一
人
欠
け
る

玄
賓
僧
都
、
位
記
を
樹
枝
に
は
さ
み
て
詠
歌
逐
電
の
事
　（
一
四
三
）　

2
○

○
左
の
人
物
が
抜
け
て
い
る

唐
人
連
歌
の
事
　（
一
五
三
）

3
○

○
伊
通
公
参
議
の
時
、
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
ず
恨
み
に
堪
へ
ず
し
て
辞
職
の
事
　（
一
六
七
）

4
○

○
荷
物
を
持
つ
男
が
描
か
れ
て
い
な
い

鳥
羽
法
皇
の
女
房
小
大
進
、
歌
に
依
り
て
北
野
の
神
助
を
蒙
る
事
　（
一
七
七
）

5
○

○
物
乞
の
法
師
、
琴
弾
く
女
に
応
へ
て
詠
歌
の
事
　（
一
八
六
）

6
○

○
門
な
し

和
泉
式
部
田
刈
る
童
に
襖
を
借
り
、
童
式
部
に
艶
歌
を
贈
る
事
　（
二
〇
一
）

7
○

○
元
禄
版
巻
八
、
三
二
三

仁
和
寺
覚
性
親
王
の
寵
童
千
手
・
三
河
の
事
に
挿
入
さ
れ
る

仁
和
寺
の
左
法
印
、
山
吹
着
た
る
童
と
和
歌
の
唱
和
の
事
　（
二
一
一
）

8
○

○
中
間
法
師
常
在
の
詠
歌
に
女
房
ど
も
沈
黙
の
事
　（
二
二
八
）

巻
第
六

1
○

○
延
喜
二
十
一
年
十
月
、
八
条
大
将
保
忠
勅
を
受
け
舞
を
奏
す
る
事
　（
二
三
三
）

2
○

○
前
筑
後
守
兼
俊
、
笙
の
試
に
管
中
の
平
蛛
を
喉
に
の
み
入
る
る
事
（
二
四
六
）

3
○

○
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
巻
二
十
の
三
、
四
枚
め
の
絵
が
元
禄
版
巻
六
の
三
，
四
枚

目
に
挿
入
さ
れ
る
（
二
図
）

長
治
二
年
正
月
朝
覲
行
幸
の
折
、
中
院
右
大
臣
雅
定
童
舞
の
事
　（
二
五
九
）

4
○

○
知
足
院
忠
実
、
大
権
房
を
し
て
咤
祇
尼
の
法
を
行
は
し
む
る
事
　（
二
六
五
）

5
○

○
宇
治
の
一
切
経
会
に
清
延
牙
の
笛
吹
く
事
　（
二
七
五
）

6
○

○
久
安
三
年
九
月
、
鳥
羽
法
皇
天
王
寺
へ
御
幸
、
念
仏
堂
に
て
管
絃
の
事
　（
二
八
二
）

7
○

○
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
巻
六
の
三
枚
目

8
○

○
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
巻
六
の
四
枚
目

人
物
が
一
人
欠
け
て
い
る

巻
第
七

1
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
天
皇
と
公
家
一
人
、
文
机
の
前
の
空
海
（
二
図
）

嵯
峨
天
皇
、
弘
法
大
師
と
手
跡
を
争
ふ
事
　（
二
八
六
）

2
○

○
3
○

法
深
房
と
行
能

○
法
深
房
、
持
仏
堂
楽
音
寺
の
額
を
行
成
七
代
の
孫
行
能
に
依
頼
の
事
（
二
九
一
）

巻
第
八

1
○

○
久
我
大
相
国
雅
実
幼
少
の
時
、
外
祖
父
隆
俊
の
沓
を
懐
中
の
事
(三
〇
三
）

2
○

○
弓
を
持
つ
5
人
の
男
�随
身
公
助
、
逃
げ
ず
し
て
父
の
随
身
不
足
武
則
に
打
た
る
る
事
並
び
に
孝
養
の
道
の
事
(三
一
三
)

3
○

○
元
禄
版
は
巻
十
七
の
三
枚
目

人
物
が
二
人
描
か
れ
て
い
な
い

健
保
の
比
、
大
原
の
唯
連
房
法
験
の
依
り
て
天
狗
の
難
を
遁
る
る
事
（
六
〇
四
）、
巻
十
七
「
変
化
」

4
○

○
元
禄
版
は
巻
十
七
の
四
枚
目

観
教
法
印
が
嵯
峨
山
庄
に
飼
わ
れ
た
る
唐
猫
、
変
化
の
事
（
六
〇
九
）、
巻
十
七
「
変
化
」

巻
第
九

1
○

○
嵯
峨
天
皇
と
坂
上
田
村
丸
、
白
河
院
と
平
忠
盛
の
事
　（
三
三
四
）

2
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
元
禄
版
巻
九
の
三
枚
目
と
四
枚
目

碁
石
が
描
か
れ
て
い
な
い
（
二
図
）

源
義
家
、
或
る
法
師
の
妻
と
密
会
の
事
（
三
三
九
）

3
○

○
4
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
元
禄
版
巻
九
の
一
枚
目
と
二
枚
目

二
図

寛
治
八
年
八
月
、
滝
口
対
極
殿
に
て
賭
弓
の
事
（
三
四
六
）

5
○

○
巻
第
十

1
○

○
烏
帽
子
の
男
　
市
井
の
三
人
の
見
物
人
（
二
図
）

寛
治
五
年
五
月
、
二
条
大
路
に
て
放
飼
の
馬
を
取
り
て
競
馬
の
事
　（
三
五
五
）

2
○

○
3
○

○
仕
え
る
者
、
馬
に
ぶ
ら
下
が
る
男
　
侍
烏
帽
子
の
男（
二
図
）

坊
門
大
納
言
、
一
六
と
言
ふ
馬
に
乗
り
て
、
御
禊
の
行
幸
並
び
に
片
野
の
御
狩
に
供
奉
、
二
度
の
高
名
の
事
（
三
六
八
）

4
○

○
5
○

○
車
を
引
く
馬
、　
侍
烏
帽
子
の
男
（
二
図
）

お
こ
ま
権
守
を
踏
み
た
る
馬
、
足
を
損
ず
る
事
　（
三
七
六
）

6
○

○
7
○
　
元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
高
い
足
駄
の
女
に
さ
し
綱
を
踏
ま
れ
て
振
り
返
る
馬
（
二
図
）

高
い
足
駄
の
女
に
さ
し
綱
を
踏
ま
れ
て
振
り
返
る
馬
　
(遊
女
金
）　（
三
八
一
）

8
○

○

表
一

　
チ

ェ
ル

ヌ
ス

キ
本

と
名

古
屋

大
学

蔵
元

禄
版

版
本

比
較



（18）

言語文化論集　第XXXVII巻　第 2号

巻
第
十
一

1
○

僧
と
田
や
馬

○
元
禄
版
巻
十
一
の
三
枚
目

仁
和
寺
御
室
に
金
岡
が
画
け
る
馬
、
近
辺
の
田
を
食
ふ
事
（
三
八
五
）

2
○

文
机
の
前
の
相
模・伊

勢
大
輔・左

衛
門
の
命
婦

○
元
禄
版
巻
十
一
の
四
枚
目

文
机
の
前
の
相
模
・
伊
勢
大
輔
・
左
衛
門
の
命
婦

永
承
五
年
四
月
、
麗
景
殿
女
御
絵
合
わ
せ
絵
合
せ
の
事
（
三
九
三
）

3
○

冠
の
公
家
、
侍
烏
帽
子
、
烏
帽
子
の
男

達
七
人
、
法
師
一
人
、
鞠

○
元
禄
版
巻
十
一
の
五
枚
目

侍
烏
帽
子
の
三
人
と
絵
を
見
せ
る
僧
（
二
図
）

絵
師
賢
慶
が
弟
子
の
法
師
、
そ
の
絵
に
依
り
て
勝
訴
の
事
（
四
〇
五
）

4
○

○
元
禄
版
巻
十
一
の
六
枚
目

5
○

○
元
禄
版
巻
十
一
の
七
枚
目

元
禄
版
で
は
梁
が
描
か
れ
て
い
な
い
（
二
図
）

侍
従
大
納
言
成
道
の
鞠
は
凡
夫
の
業
に
非
ざ
る
事
（
四
一
〇
）

6
○

○
元
禄
版
巻
十
一
の
八
枚
目

7
○

○
元
禄
版
巻
十
一
の
一
枚
目

元
禄
版
巻
十
一
の
一
枚
目
、二
枚
目
は
、チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
巻
十
六
の
一
枚
目
、

二
枚
目
に
挿
入
さ
れ
る

8
○

○
元
禄
版
巻
十
一
の
二
枚
目

巻
第
十
二

1
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
碁
盤
を
囲
む
朝
隆
、
師
能
、
成
隆
な
ど（
二
図
）。
元
禄
版
は
人
物
が
二
人

欠
け
る

久
安
元
年
の
列
見
に
、
朝
所
に
て
囲
碁
の
事
（
四
二
二
）

2
○

○
3
○

九
郎
三
・
三
河
房
な
ど
が
双
六
勝
負

○
人
物
が
一
人
欠
け
る

修
理
大
夫
時
房
の
前
に
し
て
、
双
六
の
勝
負
の
事
（
四
二
五
）

4
○

○
長
刀
の
男
が
一
人
欠
け
る

朱
雀
門
の
上
に
女
盗
人
病
臥
の
事
（
四
三
二
）

5
○

左
に
棒
を
振
り上
げ
る
男
、
右
に
男
を
捕
ま
え
る
男

○
後
鳥
羽
院
、
強
盗
の
張
本
人
交
野
八
郎
を
召
取
ら
る
る
事
（
四
三
六
）

6
○

○
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
巻
十
七
の
五
枚
目
に
挿
入
さ
れ
る

巻
第
十
三

1
○

○
舞
人
二
人
　
笛
　
太
鼓
　
楽
所
幕
、
笙
を
吹
く
人
が
欠
け
る

康
和
四
年
二
月
、
御
賀
の
試
薬
の
事
（
四
五
〇
）

2
○

巻
二
十
「
魚
虫
禽
獣
）
の
画

○
元
禄
版
巻
二
十
の
六
枚
目

摂
津
国
ふ
き
や
の
下
女
昼
寝
せ
し
に
、
大
蛇
落
ち
懸
か
る
事
（
六
九
四
）、
巻
二
十
「
魚
虫
禽
獣
）

3
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
元
禄
版
巻
二
十
の
七
枚
目

女
性
・
虫
籠
を
持
つ
女
性
（
二
図
）

嘉
保
二
年
八
月
、殿
上
人
嵯
峨
野
に
虫
を
尋
ぬ
る
事
（
六
八
四
）、巻

二
十
「
魚
虫
禽
獣
）
で
あ
る
が
、説
話
は
巻
十
七
「
怪
異
」

に
挿
入
さ
れ
る
。

4
○

○
元
禄
版
巻
二
十
の
八
枚
目

5
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
元
禄
版
巻
十
八
の
三
枚
目

大
飯
を
食
べ
る
烏
帽
子
の
公
家
（
二
図
）

三
条
中
納
言
某
卿
、
大
食
の
事
（
六
四
四
）、
巻
十
八
「
飲
食
」

6
○

○
元
禄
版
巻
十
八
の
四
枚
目

7
○

○
元
禄
版
巻
十
三
の
二
枚
目

藤
原
敦
光
、
江
師
の
旧
宅
を
過
ぐ
と
て
秀
句
の
事
（
四
五
七
）

8
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
元
禄
版
巻
十
三
の
三
枚
目

屋
敷
内
の
公
家
・
庭
先
の
立
烏
帽
子
の
二
人
（
二
図
）

9
○

○
元
禄
版
巻
十
三
の
四
枚
目

侍
従
隆
祐
、
明
義
門
院
、
薨
去
を
聞
き
て
、
詠
歌
の
事
（
四
七
一
）

巻
第
十
四

1
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
直
衣
で
騎
馬
し
、
雪
中
の
鷹
狩
り
（
二
図
）、
背
景
の
木
々
が
画
が
省
略
さ

れ
る

寛
治
六
年
十
月
、
堀
川
院
殿
上
逍
遥
の
事
　（
四
七
四
）

2
○

○
3
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
元
禄
版
巻
二
十
の
三
枚
目

牛
車
、
通
行
人
の
一
人
が
描
か
れ
て
い
な
い

承
元
五
年
閏
正
月
、
九
条
大
納
言
道
家
、
内
侍
を
引
き
具
し
て
雪
中
の
鷹
狩
を
見
る
事
　（
四
七
八
）

4
○

○
元
禄
版
巻
二
十
の
四
枚
目

巻
第
十
五

1
○

信
尾
と
種
武
が
落
馬
し
、
共
に
死
亡

○
高
陽
院
の
競
馬
に
、
駒
助
信
尾
種
武
に
勝
ち
、
共
に
落
馬
し
て
死
す
る
事
（
四
八
一
）

2
○

○
襖
絵
な
ど
、
背
景
が
省
略
さ
れ
る

京
極
大
相
国
宗
輔
、
生
前
死
後
笛
に
執
心
の
事
（
四
九
〇
）

3
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
孝
道
が
万
秋
楽
を
琵
琶
で
弾
き
、
法
橋
は
臨
終
に
磬
を
打
つ
（
二
図
）

全
舜
法
橋
、
臨
終
に
木
工
権
守
孝
道
を
招
き
て
万
秋
楽
序
を
聞
く
事
　（
四
九
八
）

4
○

○
5
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
勇
猛
な
男
に
刀
を
持
っ
て
斬
り
か
か
る
小
冠
者
（
二
図
）

静
賢
訪
印
家
の
力
者
馬
允
某
、　
小
冠
者
と
闘
諍
の
事
（
五
〇
四
）

6
○

○
巻
第
十
六

1
○

○
元
禄
版
巻
十
一
の
一
枚
目

人
夫
を
搦
め
る
男
、
紅
葉
の
画
が
省
略
さ
れ
る

中
納
言
家
成
卿
、
黒
馬
を
下
野
武
正
に
与
ふ
る
事
、
並
び
に
所
領
の
沙
汰
の
者
、
黒
ね
ぶ
り
の
事
（
五
一
二
）

2
○

○
元
禄
版
巻
十
一
の
二
枚
目

僧
同
士
の
相
撲
と
見
物
の
僧
、
戸
が
欠
け
る

近
江
法
眼
寛
快
、
供
米
の
不
法
を
諷
す
る
事
、
並
び
に
と
文
覚
と
相
撲
の
事
（
五
二
〇
）

3
○

御
簾
越
し
の
後
鳥
羽
上
皇
、
泰
覚
、
稚
児

○
泰
覚
、
南
都
の
僧
六
人
の
六
首
に
、
一
首
に
て
返
歌
の
事
（
五
三
一
）

4
○

○
背
景
の
人
物
や
木
が
省
略

聖
覚
法
印
の
力
者
法
師
、
築
地
の
崩
れ
を
築
く
者
ど
も
の
話
し
を
聞
き
と
が
め
罵
り
た
る
事
（
五
四
三
）

5
○

○
あ
る
僧
一
生
不
犯
の
尼
に
恋
着
し
、
女
と
偽
り
て
そ
の
尼
に
仕
へ
て
思
ひ
を
遂
ぐ
る
事
　（
五
五
一
）

6
○

○
将
軍
入
道
頼
経
は
じ
め
て
上
洛
の
時
、
若
女
房
奉
行
の
武
者
に
連
歌
の
事
　（
五
六
八
）

巻
第
十
七

1
○

海
辺
に
三
人
の
男
　
海
中
に
六
基
の
氷
塔

○
氷
塔
が
二
基
描
か
れ
て
い
な
い

天
慶
四
年
正
月
、
出
雲
国
島
根
・
楯
縫
両
郡
の
境
に
氷
塔
出
現
の
事
（
五
八
二
）

2
○

五
の
宮
の
御
室
と
水
餓
鬼

○
左
の
背
景
に
あ
る
柴
垣
や
竹
垣
が
描
か
れ
て
い
な
い

水
餓
鬼
、
五
の
宮
の
御
室
の
許
に
あ
ら
わ
れ
た
る
事
（
五
九
六
）

3
○

元
禄
版
巻
二
十
の
一
枚
目
と
二
枚
目
の

二
図
が
一
枚
で
描
か
れ
る

○
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
巻
八
の
画
が
あ
る

十
七
「
変
化
」（
六
〇
四
）
で
あ
る
か
ら
錯
簡
が
無
い
状
態

承
平
の
比
、
狐
百
頭
東
大
寺
の
大
仏
を
礼
拝
の
事
（
六
七
六
）、
巻
二
十
魚
虫
禽
獣

4
○

○
5
○

元
禄
版
巻
二
十
の
五
枚
目

○
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
巻
八
の
画
が
あ
る

十
七
「
変
化
」（
六
〇
九
）
で
あ
る
か
ら
錯
簡
が
無
い
状
態

山
城
国
久
世
郡
の
娘
、
観
音
経
の
功
徳
と
蟹
の
報
恩
と
に
よ
り
、
蛇
の
難
を
の
が
れ
得
た
る
事（
六
八
二
）、
巻
二
十
魚
虫
禽
獣

6
○

巻
二
十
の
説
話
が
あ
り
、（
六
八
八
）
と（
六
九
〇
）の
間

に
元
禄
版
巻
十
二
巻
「
偸
盗
」（
四
四
一
）の
画
が
挿
入

○
巻
十
二
「
偸
盗
」（
四
四
一
）

刀
を
振
り
上
げ
て
旅
人
を
追
い
か
け
る
二
人

強
盗
の
棟
梁
小
殿
平
六
の
事
（
四
四
一
）、
巻
十
二
偸
盗

巻
第
十
八

1
○

牛
車
に
向
か
い
合
わ
せ
に
乗
る
三
人
の
公
家
と
お
供

○
牛
車
の
廻
り
の
五
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
な
い

中
関
白
道
隆
沈
酔
の
事
（
六
一
三
）

2
○

巻
八
、「
好
色
」（
三
二
二
）

○
後
白
河
院
の
御
所
に
し
て
小
侍
従
が
懺
悔
物
語
の
事
（
三
二
二
）、
巻
八
好
色

3
○

元
禄
版
巻
八
巻
の
三
枚
目
、
冠
の
貴
族

四
人
、鞠
（
な
よ
竹
物
語
の
蹴
鞠
の
場
面
）

○
代
わ
り
に
、
大
飯
を
食
べ
る
烏
帽
子

の
公
家（
六
四
四
）巻
十
八
「
飲
食
」
元
禄
版
巻
八
巻
の
三
枚
目
で
は
、
背
景
の
人
物
五
人
が
描
か
れ
て
い
な
い

後
嵯
峨
天
皇
、
な
に
が
し
の
少
将
の
妻
を
召
す
事
（
三
三
一
）、
巻
八
好
色

巻
第
十
九

1
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
築
山
で
笛
を
吹
く
貞
信
公
、
背
景
の
山
が
欠
け
る
（
二
図
）

貞
信
公
忠
平
な
つ
め
を
愛
し
、
式
部
卿
親
王
家
よ
り
な
つ
め
の
名
を
花
山
院
の
庭
前
に
自
ら
移
植
の
事
　（
六
四
八
）

2
○

○
3
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
歌
合
を
す
る
公
家
達
、赤
い
着
物
の
公
家
や
屏
風
や
襖
絵
、前
栽
が
描
か
れ
て
い
な
い
（
二
図
）
天
禄
三
年
八
月
、
規
子
内
親
王
野
宮
に
前
栽
を
植
ゑ
て
歌
合
の
事
（
六
五
二
）

4
○

○
5
○

○
上
皇
ら
二
人
、萩・女

郎
花・薄・菊

な
ど
。薄
の
前
栽
が
一
つ
欠
け
る
、襖
絵
が
描
か
れ
て
い
な
い

嘉
保
二
年
八
月
、
白
川
上
皇
鳥
羽
殿
に
し
て
前
栽
合
せ
の
事
（
六
五
八
）

6
○

○
梅
の
木
に
む
す
び
つ
け
ら
れ
る
和
歌
、
柵
が
欠
け
る

建
長
元
年
二
月
、
前
太
政
大
臣
実
氏
家
を
行
幸
内
裏
と
せ
ら
れ
た
る
頃
、
後
嵯
峨
院
梅
花
を
詠
じ
給
ふ
事
（
六
六
八
）

巻
第
二
十

1
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
元
禄
版
巻
二
十
の
九
枚
目

背
景
の
山
や
木
が
描
か
れ
て
い
な
い
（
二
図
）

摂
津
国
岐
志
の
熊
鷹
、
大
蛇
を
食
ひ
殺
す
事
（
七
一
八
）

2
○

○
元
禄
版
巻
二
十
の
十
枚
目

3
○

元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図
、
元
禄

版
巻
六
の
三
枚
目
と
四
枚
目

○
襖
絵
が
描
か
れ
ず
、
襖
が
一
枚
欠
け
る

伶
人
助
元
、
左
近
府
の
下
倉
に
召
籠
め
ら
れ
、
笛
を
吹
き
て
大
蛇
の
難
を
免
る
る
事
（
七
二
六
）

4
○

○
5
○

元
禄
版
巻
十
八
の
二
枚
目

○
泉
が
描
か
れ
て
い
な
い

文
治
の
頃
、
後
徳
大
寺
右
大
臣
実
定
、
徳
大
寺
の
亭
に
作
泉
を
構
へ
て
饗
宴
の
事
（
六
三
二
）、
巻
十
八
飲
食

6
○
元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
元
禄
版
巻
二
十
の
一
枚
目

チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
巻
十
七
の
三
枚
目
（
二
図
）

7
○

○
元
禄
版
巻
二
十
の
二
枚
目

5
○
元
禄
版
で
は
二
図
の
画
が
一
図

○
元
禄
版
巻
二
十
の
三
枚
目

チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
巻
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